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現
在
の
一
条
通
と
い
う
と
、
上
京
区
内
で

も
主
要
な
道
路
と
は
思
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

烏
丸
通
か
ら
紙
屋
川
ま
で
六
メ
ー
ト
ル
以
下

の
道
幅
で
、
し
か
も
途
中
で
喰
い
違
っ
た
り

し
て
い
て
、
生
活
道
路
と
し
て
の
性
格
が
強

い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
が
、
千
二
百
年
前
を
ふ
り
か
え
っ

て
み
ま
す
と
、
こ
の
道
は
平
安
京
の
北
辺
を

区
切
る
大
路
で
あ
り
、
山
城
盆
地
の
北
部
を

東
西
に
抜
け
る
街
道
で
は
な
か
っ
た
か
と
い

う
説
も
あ
る
重
要
な
道
で
し
た
。
は
た
し
て
、

こ
の
一
条
大
路
は
遷
都
当
時
か
ら
最
北
端
の

大
路
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
諸
説
が
唱
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
最
初
は
二
町
南
の
土
御
門

大
路
が
一
条
大
路

(

北
京
極
大
路)

で
、
平

安
京
造
営
後
、
北
へ
二
町
分
拡
張
さ
れ
た
と

い
う
の
で
す
。
平
安
京
の
大
内
裏(

平
安
宮)

は
南
北
十
町
、
東
西
八
町
の
長
方
形
で
す
。

し
か
し
、
平
城
京
の
大
内
裏
は
八
町
四
方
の

正
方
形
で
、
後
に
宮
城
を
二
町
分
北
へ
広
げ

た
と
い
う
説
も
あ
り
、
長
岡
京
も
、
ま
だ
よ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
宮
城
と
し
て
は
八
町

四
方
、
そ
の
北
二
町
分
に
附
属
施
設
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

藤
原
京
・
平
城
京
・
長
岡
京
の
宮
域
や
条

坊
に
つ
い
て
の
当
時
の
文
字
記
録
は
残
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
平
安
京
の
条
坊

に
関
し
て
は

『

延
喜
式』

に
そ
の
全
貌
が
載

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。『

延
喜
式』

は
、
そ
れ

ま
で
各
官
衙
に
保
管
さ
れ
て
い
た
律
令
の
施

行
細
則
を
集
大
成
し
た
最
後
の
も
の
で
、
延

長
五
年

(

九
二
七)

に
完
成
し
ま
し
た
。
平

安
京
が
で
き
て
か
ら
百
三
十
年
を
経
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
安
時
代
末
期
の

『

延
喜
式』

の
写
本

(

国
宝)

の
裏
面
に
平
安
京
の
条
坊

図
が
描
か
れ
て
お
り
、
陽
明
文
庫
所
蔵
で
近

衛
家
に
伝
来
し
た

『

宮
城
図』

(

重
要
文
化

財)

は
鎌
倉
時
代
の
写
本
な
が
ら
、
平
安
時

代
の
原
本
を
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
宮
城
・

内
裏
・
八
省
院
・
豊
楽
殿
の
建
物
の
配
置
図

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
よ
っ

て
平
安
京
は
掘
ら
な
く
て
も
往
時
を
偲
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
通
り
名
や
町

名
も
平
安
時
代
以
来
の
呼
び
名
を
残
し
て
い

る
も
の
が
多
く
、
そ
の
位
置
を
明
ら
か
に
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
一
条
通
で
す
。
一
条
大
路
は

平
安
京
の
北
端
を
区
切
る
大
路
で
あ
り
、
そ

れ
よ
り
北
は
京
外
と
さ
れ
、
山
城
の
国
司
の

管
轄
下
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
北
京
極

大
路
と
も
い
わ
れ
、
そ
の
東
端
は
東
京
極
大

路
、
西
端
は
西
京
極
大
路
で
今
の
嵐
電
妙
心

寺
駅
付
近
に
な
り
ま
す
。
東
西
三
十
二
町
、

『

延
喜
式』

に
は
東
西
一
五
〇
八
丈
と
記
録

さ
れ
て
お
り
、
約
四
・
七
キ
ロ
で
す
。

現
在
の
一
条
通
は
烏
丸
通
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
そ
れ
よ
り
東
は
京
都
御
苑
内
に
含
ま
れ
、

す
で
に
江
戸
時
代
、
寛
永
十
四
年

(

一
六
三

七)

の

『

京
都
絵
図』

で
も
烏
丸
東
入
る
と

こ
ろ
の
一
条
家
の
屋
敷
で
行
き
止
ま
り
に
な
っ

て
い
ま
す
。
鴨
川
か
ら
東
に
は
、
吉
田
神
社

の
参
道
に
つ
づ
く
東
一
条
通
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
明
治
時
代
に
開
か
れ
た
新
道
で
、
実

際
に
は
一
条
通
よ
り
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

南
に
な
り
ま
す
。
烏
丸
通
か
ら
西
へ
は
狭
い

道
な
が
ら
七
本
松
通
ま
で
一
直
線
に
延
び
て

い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
少
し
ず
つ
南
へ
ず
れ
な

が
ら
上
京
区
の
西
端
の
紙
屋
川
に
至
り
ま
す
。

そ
こ
ま
で
三
・
五
キ
ロ
あ
り
ま
す
。
そ
の
先
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は
、
今
出
川
通
の
府
道
銀
閣
寺
・
宇
多
野
線

と
つ
な
が
り
、
西
大
路
通
を
越
え
、
妙
心
寺

の
北
側
を
通
り
、
双
ヶ
丘
の
北
を
宇
多
野
に

至
り
ま
す
。
妙
心
寺
の
西
北
角
が
、
一
条
大

路
と
西
京
極
大
路
の
交
点
に
当
た
り
ま
す
。

京
都
御
苑
の
東
北
方
に

｢

母
と
子
の
森｣

と
い
う
公
園
が
あ
り
ま
す
。(

京
都
御
苑
は
、

宮
内
庁
管
理
で
紫
宸
殿
を
中
心
と
し
た
京
都

御
所
、
上
皇
の
御
所
で
あ
っ
た
仙
洞
御
所
、

皇
太
后
の
御
所
で
あ
っ
た
大
宮
御
所
な
ど
を

除
く
国
民
公
園
を
い
い
、
環
境
省
が
管
理
し

て
い
ま
す
。)

そ
の
東
北
の
一
郭
が
京
都
迎

賓
館
の
工
事
現
場
で
す
。
ち
ょ
う
ど
母
と
子

の
森
と
東
の
石
垣
の
間
が
東
京
極
大
路
に
当

た
り
ま
す
。
幅
一
〇
丈
で
す
か
ら
、
三
〇
メ
ー

ト
ル
に
も
な
る
道
路
で
す
。
一
条
大
路
は
京

都
迎
賓
館
の
北
側
で
、
森
の
文
庫
と
の
間
に

な
り
ま
す
。
こ
こ
が
平
安
京
の
東
北
隅
に
な

り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
京
都
御
所
の
北
部
、
皇

后
御
殿
の
南
側
か
ら
宮
内
庁
京
都
事
務
所
の

玄
関
に
至
り
ま
す
。

一
条
大
路
か
ら
南
へ
二
町
の
土
御
門

つ
ち
み
か
ど

大
路

と
の
間
は
北
辺

き
た
の
べ

坊
と
い
わ
れ
、
そ
れ
よ
り
南

四
町
を
一
条
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
先
ほ
ど

触
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
北
へ
二
町
広
げ
た
名

残
り
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
こ
の
あ
た
り
は
平

安
時
代
の
高
級
住
宅
地
と
い
え
ま
す
。
藤
原

氏
一
族
を
は
じ
め
多
く
の
廷
臣
が
屋
敷
を
構

え
て
い
ま
し
た
。
北
辺
四
坊
四
町
と
い
う
と
、

今
で
は
京
都
御
所
の
御
常
御
殿
が
あ
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
こ
こ
は
藤
原
道
長
の
邸
宅
の
一

つ
で
あ
る
一
条
第

(

一
条
院)

の
位
置
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
一
年
頃
、
京

都
御
所
内
で
の
発
掘
調
査
で
一
条
大
路
の
石

敷
の
道
路
面
が
発
見
さ
れ
、
大
路
の
北
側
は

若
干
盛
り
上
が
り
、
土
塁
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
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明
治
に
な
り
京
都
御
苑
を
公
園
化
す
る
際

そ
の
周
囲
に
石
垣
が
築
か
れ
ま
す
が
、
烏
丸

通
も
狭
く
西
側
に
も
公
家
屋
敷
が
軒
を
連
ね

て
い
ま
し
た
。
烏
丸
一
条
下
る
の
府
民
ホ
ー

ル
・
ア
ル
テ
ィ
に
あ
る
エ
ノ
キ
も
東
園

ひ
が
し
そ
の
家
の

庭
木
で
し
た
。
高
さ
二
五
・
五
メ
ー
ト
ル
、

胸
高
幹
廻
四
・
九
五
メ
ー
ト
ル
、
京
都
府
の

天
然
記
念
物
で
、
上
京
区
民
の
誇
り
の
木
に

も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
あ
た
り
の
町
名
は
、
広
橋
殿
町
・
一

条
殿
辻
子
と
か
、
東
西
の
日
野
殿
町
と
い
う

よ
う
に
、
公
家
屋
敷
の
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
ま
す
。
上
京
中
学
校
の
あ
た
り
は
三
坊

四
町
で
、
一
条
大
路
の
北
側
に
は
、
賀
茂
祭

(

葵
祭)

の
祭
列
を
見
る
棧
敷
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
平
安
京
は
中
国
の
都
城
の
よ
う
に

城
壁
に
囲
ま
れ
な
い
代
わ
り
に
、
低
い
土
塁

が
築
か
れ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
こ
と
か
ら

も
知
ら
れ
ま
す
。
内
裏
を
出
発
し
た
勅
使
の

列
や
、
大
宮
の
北
、
櫟
谷
七
野
神
社
の
あ
た

り
に
あ
っ
た
と
い
う
賀
茂
斎
院
か
ら
の
斎
王

列
を
は
じ
め
、
参
詣
す
る
公
卿
の
賑
々
し
い

行
装
が
一
条
大
路
を
東
へ
、
賀
茂
社
へ
牛
車

を
連
ね
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
様
子
は
、
平

安
時
代
の
公
家
の
日
記
や
文
学
作
品
、
さ
ら

に

『

年
中
行
事
絵
巻』

な
ど
に
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

一
条
通
の
新
町
か
ら
西
洞
院
の
間
を
元
真

如
町
と
い
い
ま
す
。
そ
の
名
の
通
り
、
真
如

堂

(

真
正
極
楽
寺)

が
応
仁
の
乱
後
、
文
明

三
年

(

一
四
七
一)

に
こ
の
地
で
再
建
し
、

百
年
余
を
経
て
京
極
今
出
川
へ
移
る
ま
で
、

こ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。
今
は
神
楽
岡
へ
と
再

移
転
し
て
い
ま
す
。

狭
い
一
条
通
が
小
川
通
を
過
ぎ
る
と
急
に

広
が
り
ま
す
。
そ
の
南
半
分
は
昭
和
三
十
八

年
に
埋
め
立
て
た
小
川
の
旧
河
道
で
、
一
条

通
の
部
分
を
佐
良
志
川
、
ま
た
は
更
級

さ
ら
し
な

川
と

い
い
ま
し
た
。
堀
川
に
合
流
す
る
東
岸
に
は

主
計

か
ぞ
え

橋
が
架
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は

痕
跡
を
残
し
て
い
ま
せ
ん
。

油
小
路
一
条
上
る
一
帯
を
元
百
万
遍
町
と

い
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
百
万
遍
知
恩
寺
の
旧

地
で
す
。
上
賀
茂
社
の
神
宮
寺
と
し
て
創
建

さ
れ
、
今
の
相
国
寺
の
北
に
あ
り
ま
し
た
が
、

足
利
義
満
に
よ
っ
て
こ
こ
へ
移
さ
れ
、
応
仁

の
乱
に
焼
亡
し
、
秀
吉
の
市
街
地
改
造
に
よ

り
京
極
土
御
門
へ
、
さ
ら
に
今
の
田
中
の
地

へ
移
り
ま
し
た
。

そ
の
北
一
帯
は
革
堂
町
・
革
堂
前
町
と
い

い
、
こ
こ
に
は
寛
弘
元
年

(

一
〇
〇
四)

、

革
上
人
と
い
わ
れ
た
行
円
に
よ
っ
て
創
建
さ

れ
た
行
願
寺
が
あ
っ
て
一
条
革
堂

こ
う
ど
う

と
呼
び
、

室
町
時
代
に
は
下
京
の
六
角
堂
に
対
し
て
上

京
の
中
心
と
さ
れ
、
事
あ
れ
ば
鐘
を
鳴
ら
し

て
人
を
集
め
る
町
堂
で
し
た
。
応
仁
の
乱
に

焼
亡
後
、
天
正
の
秀
吉
の
市
街
地
改
造
に
よ

り
寺
町
荒
神
口
に
、
さ
ら
に
宝
永
の
大
火
後
、

今
の
寺
町
竹
屋
町
に
移
転
し
ま
し
た
。

陰
陽
師
ブ
ー
ム
で
一
条
戻
橋
の
名
は
、
そ

れ
ま
で
以
上
に
有
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大

正
十
一
年
と
昭
和
二
十
七
年
に
架
け
替
え
ら

れ
た
戻
橋
は
小
川
の
埋
立
に
よ
り
、
そ
の
合

流
点
の
堀
川
に
新
道
橋
と
い
う
歩
道
橋
が
で

き
ま
し
た
。
平
成
七
年
七
月
に
こ
の
二
つ
の

橋
を
一
つ
に
し
た
幅
広
い
戻
橋
に
生
ま
れ
か

わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
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な
い
と
い
う
の
か
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
マ
ン

シ
ョ
ン
の
折
込
広
告
で
は
、
一
筋
南
の
堀
川

第
一
橋

(
中
立
売
橋)

が
化
け
て
い
る
よ
う

で
す
。
堀
川
第
一
橋
は
明
治
六
年
に
架
け
ら

れ
、
当
時
の
白
川
の
石
工
の
腕
の
冴
え
を
極

め
た
名
橋
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
一
条
戻
橋
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

江
戸
時
代
の

『

都
名
所
図
会』
に
は
貴
重
な

絵
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
左
側
は
堀
川
に
架

か
る
戻
橋
、
右
側
は
小
川
の
主
計
橋
で
す
。

そ
の
角
に
は
料
亭
が
あ
り
、
座
敷
の
外
は
生

魚
を
入
れ
た
生
簀
な
の
で
し
ょ
う
か
。
い
ず

れ
の
橋
も
木
橋
で
、
滔
々
と
流
れ
る
水
は
今

で
は
想
像
も
で
き
な
い
風
景
で
す
。
も
う
一

枚
は
、
上
京
区
在
住
の
歴
史
家
で
あ
っ
た
竹

村
俊
則
氏
が
、
そ
の
著

『

新
撰
京
都
名
所
図

会』

に
描
か
れ
た
昭
和
三
十
年
代
の
戻
橋
の

図
で
す
。
小
川
に
架
か
る
東
堀
川
通
の
主
計

橋
、
小
川
の
石
垣
な
ど
往
時
の
姿
を
伝
え
て

い
ま
す
。
現
在
の
風
景
と
見
く
ら
べ
て
く
だ

さ
い
。

さ
て
、
一
条
戻
橋
に
は
数
多
く
の
伝
説
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
延
喜
十
八
年(

九
一
八)

の
こ
と
、
文
章
博
士
の
三
善
清
行
の
葬
列
が
、

一
条
大
路
の
こ
の
橋
に
さ
し
か
か
っ
た
と
こ

ろ
、
熊
野
詣
の
途
中
で
あ
っ
た
子
の
浄
蔵
貴

所
が
、
父
の
死
を
感
じ
て
折
り
返
し
、
こ
こ

で
加
持
祈
祷
を
す
る
と
、
父
が
一
時
息
を
吹

き
返
し
た
の
で
戻
橋
と
な
っ
た
と
い
う
の
が

最
も
古
い
伝
説
で
す
。

二
つ
目
は
源
頼
光
の
四
天
王
の
一
人
で
あ

る
渡
辺
綱
が
、
こ
の
橋
で
美
女
に
出
会
い
ま

す
が
、
川
面
に
う
つ
る
姿
を
見
る
と
鬼
女
で

あ
っ
た
の
で
、
正
体
を
知
り
鬼
女
の
片
腕
を

斬
り
落
と
し
た
と
い
う
話
で
す
。
こ
の
話
は

江
戸
時
代
に
河
竹
黙
阿
弥
が
歌
舞
伎｢

戻
橋｣

に
仕
組
ま
れ
て
か
ら
、
戻
橋
と
鬼
を
結
び
つ

け
る
説
話
の
代
表
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
有
名
に
し
た
の
は
、
天
文
博
士
の

安
倍
晴
明
の
式
神
で
し
ょ
う
。
小
説
や
劇
画

が
、
さ
ら
に
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
・
映
画
に
と
、

謎
の
陰
陽
師
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
京
都

魔
界
の
目
玉
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
晴

明
は
式
神

し
き
が
み

十
二
体
を
橋
の
下
に
封
じ
込
め
、

用
事
の
あ
る
時
に
呼
び
出
し
、
吉
凶
の
占
に

あ
た
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
戻
橋
の

川
床
に
は
樹
木

が
茂
り
、
妖
怪

が
住
む
に
ふ
さ

わ
し
い
よ
う
な

景
を
作
り
出
し
、

今
も
深
夜
に
式

神
が
晴
明
神
社

へ
通
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

ほ
か
に
も
、

罪
人
が
粟
田
口

の
刑
場
で
処
刑
さ
れ
る
時
に
、
戻
橋
の
上
で

花
と
餅
を
供
え
ら
れ
て
、
真
人
間
に
な
っ
て

戻
っ
て
こ
い
と
諭
さ
れ
た
と
い
う
話
も
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
由
来
か
ら
、
嫁
入
り
に
は
こ

の
橋
を
渡
ら
な
い
と
い
う
風
習
も
あ
り
、
さ

ら
に
進
ん
で
、
戦
前
に
は
戦
地
か
ら
無
事
に

帰
還
で
き
る
よ
う
に
と
、
出
征
兵
士
を
渡
ら

せ
ま
し
た
。
こ
の
橋
を
渡
っ
て
戦
地
に
赴
い

て
無
事
復
員
し
、
今
も
元
気
で
老
後
を
送
っ

て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
昭
和
二
十
六
年
に
架
け
ら
れ
た
旧

橋
の
欄
干
の
親
柱
は
、
晴
明
神
社
に
移
さ
れ

て
小
さ
な
石
橋
に
復
原
さ
れ
て
い
ま
す
。

戻
橋
を
渡
っ
た
先
は
広
い
堀
川
通
で
す
。

前
回
の
堀
川
通
で
書
い
た
よ
う
に
、
こ
こ
は

終
戦
直
前
の
強
制
疎
開
で
も
っ
て
西
堀
川
通

の
両
側
を
広
げ
た
の
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

堀
川
上
之
町
と
堀
川
下
之
町
の
二
町
内
は
全

く
住
宅
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し

か
も
、
こ
こ
か
ら
西
の
一
条
通
は
道
幅
が
急

に
狭
く
な
り
ま
す
。

こ
の
あ
た
り
を
如
水
町
と
い
い
、
猪
熊
通

を
西
へ
入
っ
た
南
側
に

｢

黒
田
如
水
邸
趾｣

の
石
標
が
立
っ
て
い
ま
す
。
豊
臣
秀
吉
の
軍
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師
と
い
わ
れ
た
戦
国
時
代
の
武
将
黒
田
孝
高
よ
し
た
か

(

如
水)
が
天
正
・
文
禄
の
頃

(

一
五
七
三

〜
九
六)
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
は

最
近
ま
で
、
そ
の
当
時
の
庭
が
民
家
の
裏
に

残
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

大
宮
大
路
は
幅
一
二
丈
、
大
内
裏
の
東
を

区
切
る
道
で
す
。
猪
熊
か
ら
大
宮
の
間
は
、

北
辺
坊
の
二
坊
一
町
に
あ
た
り
、
こ
こ
は
一

条
天
皇
の
里
内
裏
で
あ
る
一
条
院
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
邸
は
藤
原
氏
に
受
け
継
が
れ
、

謙
徳
公
と
い
わ
れ
た
藤
原
伊
尹
ら
が
住
み
ま

し
た
。

大
宮
通
か
ら
西
は
大
内
裏
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
あ
た
り
の
町
名
に
は
聚
楽

第
に
か
か
わ
る
も
の
が
目
立
ち
ま
す
。
聚
楽

第
は
豊
臣
秀
吉
が
政
権
を
誇
示
す
る
た
め
に

造
営
し
た
豪
勢
な
邸
宅
で
す
が
、
養
子
秀
次

に
謀
反
の
疑
い
が
生
じ
、
切
腹
さ
せ
ら
れ
た

あ
と
徹
底
的
に
破
却
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

そ
の
範
囲
さ
え
も
不
明
確
で
、
地
下
遺
構
も

あ
ま
り
発
見
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
な
か

で
手
が
か
り
と
な
る
の
が
町
名
で
す
。

当
時
、
秀
吉
輩
下
の
武
将
の
屋
敷
も
周
辺

に
建
て
ら
れ
た
よ
う
で
、
上
杉
弾
正
大
弼
景

勝
の
弾
正
町
、
蒲
生
飛
騨
守
氏
郷
の
飛
弾
殿

町
、
伊
勢
兵
部
少
輔
の
伊
勢
殿
構
町
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
外
壕
の
石
橋
に
よ
る
と
思
わ
れ

る
下
石
橋
町
を
は
じ
め
、
南
へ
行
く
ほ
ど
聚

楽
第
に
因
む
町
名
は
多
く
な
り
ま
す
。

大
宮
一
条
あ
た
り
の
土
地
は
か
な
り
高
く

な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
北
に
は
、
新
し
い
も
の
な
が
ら
三
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
段
差
を
も
つ
石
垣
が
あ
っ
て
、
聚

楽
第
の
北
端
の
名
残
り
で
な
い
か
と
い
う
説

も
あ
り
ま
す
。

大
内
裏
の
四
方
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
門
が
開

か
れ
、
南
面
と
北
面
に
は
三
つ
、
東
面
と
西

面
に
は
四
つ
、
南
面
の
正
門
の
朱
雀
門
は
七

間
五
戸
、
ほ
か
の
二
門
、
東
西
面
の
上
東
門
・

上
西
門
以
外
の
三
門
と
北
面
の
三
門
は
五
間

三
戸
の
格
式
が
あ
り
ま
し
た
。
上
東
門
と
上

西
門
は
土
塀
を
刳
り
抜
き
扉
を
取
り
つ
け
た

格
式
の
低
い
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ

の
故
に
土
御

つ
ち
み

門か
ど

と
い
わ
れ
ま
し
た
。

大
内
裏
の
北
端
の
一
条
大
路
は
今
の
一
条

通
よ
り
南
に
な
り
ま
す
。
大
宮
大
路
か
ら
二

町
西
に
あ
る
達
智
門
は
裏
門
通
に
あ
た
り
、

そ
の
二
町
先
の
偉
鑒
門
は
千
本
通
の
東
、
さ

ら
に
二
町
西
の
安
嘉
門
は
七
本
松
通
の
西
あ

た
り
に
な
り
ま
す
。
残
念
な
が

ら
未
だ
そ
の
地
下
遺
構
は
発
見

さ
れ
て
も
い
ず
、
将
来
の
発
掘

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

智
恵
光
院
通
か
ら
千
本
通
の

間
、
一
条
通
よ
り
北
は
寺
院
が

密
集
し
て
い
ま
す
。
中
世
の
上

京
は
大
内
裏
址
の
内
野
や
、
そ

の
周
辺
に
大
き
な
野

(

空
地)

が
あ
り
ま
し
た
。
転
々
と
し
て

い
た
寺
院
が
、
そ
の
よ
う
な
土

地
を
与
え
ら
れ
て
伽
藍
を
構
え

た
の
で
し
ょ
う
。
浄
福
寺
や
智

恵
光
院
は
通
り
名
に
ま
で
な
り

ま
し
た
。

浄
福
寺
通
あ
た
り
か
ら
は
一
条
大
路
よ
り

北
へ
ず
れ
な
が
ら
千
本
通
を
越
え
て
七
本
松

通
に
突
き
当
た
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
南
へ
ず

れ
、
一
条
大
路
へ
戻
り
ま
す
。
こ
の
姿
は
寛

永
の

『

京
都
絵
図』

に
も
見
ら
れ
、
大
内
裏

の
消
滅
と
と
も
に
、
こ
う
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
。七

本
松
通
と
一
条
の
交
差
点
は
三
角
形
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
中
立
売
通
を
西
進

し
て
き
た
北
野
線
の
電
車
が
北
野
神
社
へ
向
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か
う
た
め
、
六
軒
町
通
と
七
本
松
通
の
間
を

斜
め
に
つ
な
い
だ
た
め
で
す
。
こ
こ
の
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
に
は
、
チ
ン
チ
ン
電
車
を
デ
ザ
イ

ン
に
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
飾
り
つ
け
ら
れ

て
お
り
、
歩
道
に
も
チ
ン
チ
ン
電
車
の
タ
イ

ル
が
嵌
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
エ
ン

ゼ
ル
ハ
ウ
ス(

京
都
こ
ど
も
文
化
会
館)

は
北

野
車
庫
の
跡
地
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
塀
に

北
野
か
ら
京
都
駅
に
至
る
北
野
線
の
沿
線
の

レ
リ
ー
フ
が
作
ら
れ
て
い
る
の
も
、
昔
の
姿

を
思
い
出
さ
せ
ら
れ
ま
す
。そ
の
前
に
は
、一

時
間
ご
と
に
か
ぐ
や
姫
と
西
遊
記
の

｢

か
ら

く
り
時
計｣

が
時
を
知
ら
せ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
も
す
で
に
二
十
年
に
な
り
ま
し
た
。

下
ノ
森
で
も
と
の
狭
い
一
条
通
に
な
り
ま

す
。
か
つ
て
の
北
野
天
満
宮
の
参
道
で
あ
っ

た
西
陣
警
察
署
、
そ
の
西
の
旧
嵐
電
北
野
駅

の
あ
た
り
は
一
条
通
の
商
店
街
の
賑
わ
い
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
今
も
賑
わ
う
一
条
通
の

北
側
に
は
、
方
除
の
神
と
し
て
信
仰
を
集
め

る
大
将
軍
八
神
社
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
平
安

時
代
か
ら
室
町
時
代
に
至
る
七
九
躯
の
大
将

軍
神
像
は
重
要
文
化
財
で
す
。
紙
屋
川
の
一

条
橋
を
渡
っ
て
も
延
々
と
一
条
通
は
西
へ
続

く
の
で
す
。

●

参
考
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図
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村

俊
則

『

昭
和
京
都
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所
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古
代
学
協
会
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平
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京
提
要』
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�
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
は
今
年
六

月
か
ら
七
月
末
に
か
け
て
、
京
都
市
立
上
京

中
学
校
内
の
一
条
通
に
面
し
た
部
分
で
発
掘

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
調
査
は
校

内
四
次
目
の
調
査
と
な
り
ま
す
。
上
京
中
学

校
の
位
置
は
平
安
京
跡
の
東
北
部

(

左
京
北

辺
三
坊
四
町)

に
あ
た
る
と
共
に
、
鎌
倉
時

代
か
ら
江
戸
時
代
に
繁
栄
し
た｢

上
京｣

に
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
調
査
は
江
戸
時
代
か
ら
始

め
て
、
今
、
桃
山
時
代

(

今
か
ら
四
〇
〇
年

前)

の
人
々
が
生
活
し
た
地
面
、
つ
ま
り
信

長
や
秀
吉
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
評
判

の
ま
つ
や
利
家
が
歩
い
た
地
面
ま
で
掘
り
下

げ
て
い
ま
す
。
こ
の
面
で
は
南
北
の
大
き
な

堀
を
発
見
し
ま
し
た
。
堀
は
南
側
の
三
次
調

査
で
検
出
し
た
大
規
模
な
堀

(

幅
約
五
メ
ー

ト
ル
、
深
さ
約
二
メ
ー
ト
ル)

と
関
連
す
る

も
の
で
、
中
に
は
瓦
が
ぎ
っ
し
り
と
埋
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
金
箔
瓦
を
数
百

点
発
見
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、｢

金
箔
瓦｣

っ
て
ご
存
知
で
す

か
？

京
都
市
考
古
資
料
館
に
展
示
し
て
い

る
の
で
見
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

金
箔
瓦
と
い
う
の
は
、
屋
根
瓦
の
一
部
を
金

箔
で
装
飾
し
た
瓦
で
す
。
金
箔
だ
け
で
は
瓦

に
貼
り
付
け
ら
れ
な
い
の
で
、
漆
を
接
着
剤

と
し
て
塗
っ
た
上
に
箔
押
し
し
て
い
ま
す
。

瓦
の
種
類
は
屋
根
軒
先
の
文
様
瓦(

軒
丸
瓦
・

軒
平
瓦)

や
棟
の
鬼
瓦
・
鯱
し
ゃ
ち
瓦
・
飾
り
瓦
・
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熨
斗
の

し

瓦
な
ど
で
、
屋
根
の
目
立
つ
部
分
を
金

色
で
縁
取
り
し
た
よ
う
な
感
じ
と
な
り
、
決

し
て
全
面
に
葺
い
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

金
箔
瓦
は
織
田
信
長
が
安
土
城
を
築
造
し

た
頃

(

一
五
七
三
年)
か
ら
、
豊
臣
秀
吉
の

大
坂
城
落
城

(

一
六
一
五
年)
の
約
四
十
年

間
に
作
ら
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
金
箔
瓦
は
、
京
都
市
内
で
は
上
京
区
や

伏
見
な
ど
で
た
く
さ
ん
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

金
箔
瓦
は
、
こ
れ
ま
で
に
上
京
中
学
校
内

で
は
三
〇
〇
点
余
り
出
土
し
て
い
ま
す
が
、

東
側
の
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
で
は
約
二
〇
〇
点
・
京

都
平
安
会
館
で
は
五
〇
点
、
西
側
の
新
町
小

学
校
で
は
約
二
〇
〇
点
、
そ
の
他
京
都
ブ
ラ

イ
ト
ン
ホ
テ
ル
や
京
都
府
警
察
本
部
な
ど
で

も
出
土
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
こ
れ
ら
の
場

所
で
金
箔
瓦
が
出
土
す
る
の
で
し
ょ
う
。
天

正
十
四(

一
五
八
六)

年
に
、
豊
臣
秀
吉
は
、

今
の
上
京
区
の
一
角
に
聚
楽
第
を
造
営
し
ま

す
。
金
箔
瓦
は
こ
の
聚
楽
第
の
東
側
で
多
く

発
見
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
あ
た
り
に
秀
吉
の

有
力
大
名
の
屋
敷
が
建
て
ら
れ
た
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
発
見
さ
れ
た
瓦
の

家
紋
に
よ
っ
て
、
屋
敷
の
住
人
も
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
同
一
家
紋
が
各
地
で
出
土
し

た
り
、
家
紋
と
合
わ
な
い
場
合
が
あ
っ
た
り

と
、
不
明
な
点
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
当

時
の
人
々
は
、
た
と
え
部
分
的
で
あ
っ
て
も
、

黄
金
色
に
輝
く
瓦
に
は
び
っ
く
り
し
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
こ
の
金
箔
瓦
は
桃
山
時
代
を
代

表
す
る
遺
物
で
あ
る
と
共
に
、
謎
に
包
ま
れ

た
瓦
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

(�
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

上
村
和
直)
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京都市上京区烏丸一条下る龍前町から出土した金箔瓦

京都市立新町小学校から出土した鯱瓦
しゃちかわら
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― 15 ― 表紙／拾翠亭(御苑内)／森下忠夫撮影

編

集

後

記

○
本
号
は
偶
然
に
も
一
条
通
に
か
か
わ
る
記

事
が
重
な
り
、
一
条
通
の
特
集
の
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
上
京
の

文
化
の
厚
さ
を
示
す
の
で
し
ょ
う
か
。

○

｢

上
京
ク
イ
ズ｣

を
市
民
し
ん
ぶ
ん
の
上

京
区
版
と
統
合
し
た
た
め
、
読
者
の
声
が

聞
か
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
御

意
見
を
上
京
区
役
所
地
域
振
興
課
ま
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
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